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ごあいさつ 

 

このたび東京海洋大学明治丸海事ミュージアムでは、本学が所蔵する貴重な文化財・

資料から選出して、企画展示「蔵出しお宝展」を開催いたします。 

東京海洋大学は、2003 年 10 月に東京商船大学と東京水産大学が統合して誕生した大

学です。東京商船大学と東京水産大学は明治に創設された歴史と伝統がある大学ですが、

両大学に共通しているところは、日本が近代国家として生まれ変わろうとするために、

必要欠くべからざる存在として位置づけられてきたことです。すなわち、海運、水産を

支える優秀な人材を育成するために創立され、今日まで、時代の要請に適応するように

幾多の改革を経て現在に至っております。 

 以上のような長い歴史の間に、本学は数多くの貴重な文化財・資料を所有することが

できました。その中で、第一に挙げるべきは、重要文化財である明治丸ですが、それば

かりでなく、海洋工学部のキャンパス内には、登録有形文化財に指定された建物が数多

く存在しております。本展示におきまして、これらの建物の設計図等を写真にて紹介い

たします。 

 さらに、商船学校の時代に、多くの著名人が講演に訪れ、その記念として書あるいは

揮毫を書いてくれております。著名人は、大まかに分類すると、文化人、政治家および

軍人の 3 つになりますが、いずれも、各界で活躍した人であります。本展示においては、

その中から重要と思われる著者の揮毫を展示いたします。 

品川にある海洋科学部にも同様に数多くの貴重な資料がありますが、今回は、その中

から海事ミュージアムにふさわしい書を展示いたします。それは、1929 年にバタビアで

開催の第四回太平洋学術会議参加のため北ボルネオのタワオからインドネシアのスラバ

ヤへの航行途中、赤道を通過したことを記念しての参加者全員の寄せ書きです。 

 明治、大正、昭和の我が国の「知」が、あるいは建築、あるいは書として、本学に遺

した文化財・資料をご覧いただくことにより、我が国の歩んだ歴史に想いを馳せる契機

となれば幸いです。 

最後になりましたが、本展の開催にあたり、ご協力をいただきました関係各位の皆様

に心より御礼を申し上げます。 

  

 2012 年 7 月                      

                東京海洋大学明治丸海事ミュージアム館長 松下 修 
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展示目録 史跡編 

１号館 

� 旧 東京商船大学 1号館 正面   （現 東京海洋大学 越中島キャンパス 1号館） 

� 旧 東京商船大学 1号館 北側 測深儀  （現 東京海洋大学 越中島キャンパス 1号館） 

� 旧 東京商船大学 1号館 玄関     （現 東京海洋大学 越中島キャンパス 1号館）  

� 旧 東京商船大学 1号館 立面図       

� 東京商船学校     正面および側面図（写）  

 

越中島会館 

� 旧 東京商船大学 2号館 正面  （現 東京海洋大学 越中島会館） 

� 旧 東京商船大学 2号館 光天井  （現 東京海洋大学 越中島会館） 

� 旧 東京商船大学 2号館 俯瞰図 昭和35年（現 東京海洋大学 越中島会館） 

� 旧 東京商船大学 2号館 北東側立面図  山根拓大氏 提供 

� 旧 東京商船大学 2号館 復原図   山根拓大氏 提供 

 

先端科学技術研究センター 

� 旧 東京商船大学 事務局管理棟  （現 東京海洋大学 先端科学技術研究センター） 

� 旧 東京商船大学 事務局管理棟 （戦前） （現 東京海洋大学 先端科学技術研究センター） 

� 旧 東京商船大学 事務局管理棟 （戦前） （現 東京海洋大学 先端科学技術研究センター） 

� 旧 東京商船大学 事務局管理棟 立面図  

� 旧 東京商船大学 事務局管理棟 平面図  

 

第一観測台・第二観測台 

� 旧 東京商船大学 第一観測台・第二観測台 （現 東京海洋大学 第一観測台・第二観測台） 

� 旧 東京商船大学 第一観測台・第二観測台 （戦前） 

� 旧 東京商船大学 第一観測台 内部    （現 東京海洋大学 第一観測台・第二観測台） 

� 旧 東京商船大学 第一観測台 7吋赤道儀望遠鏡 大正10年 

� 旧 東京商船大学 第二観測台 内部 （現 東京海洋大学 第一観測台・第二観測台） 

� 旧 東京商船大学 第二観測台 子午儀 大正10年 

� 旧 東京商船大学 第一観測台 立面図   

� 旧 東京商船大学 第一観測台 平面図   

� 旧 東京商船大学 第二観測台 立面図/平面図   

 

明治丸 

� 明治丸     

� 明治丸      （戦前） 

� 新船概要図（複製）     明治6年 （国立公文書館蔵） 

� 明治丸当初計画図（複製）   明治6年 （国立公文書館蔵） 

� 明治丸模型 

  

 

※史跡名称は重要・登録有形文化財の名称を基とした

    




